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・令和２年 月より３ を 合し、おおつき を するとともに、19 時までの 長

業、一時 かり 業、 後 業 体調不 を しましたが、

今後も の の 持、向 が められます。 

・ 的に しい状況の子どもたちの を支援する取り組みが 要です。 

・高齢化が進む本町において、若者の定住の 進を るため、 心し、将来に希望を持って

できるよう、 や子 てを支援することが 要です。 

・ 生 に 減はあるものの、減少は であり、集 に や がいない地 も て

きています。しかし、少ない人 での を活かした、 の がみえる地域ぐるみ

の支援ができています。 

・ 子 の では、 から子 て期を じた子 て支援を し、 の に し、

の い支援体 を えています。 づくりは、 に 中から まっており、

期の 指 の や 、 生 への などを しています。 

・子どもたちの での課題として、 をとらない、 があるなど、 生活の れや

きなどの 生 、 な がとれていないなど、生活 の れがあ られます。 

・ での子 て環境は、 成や経 状 にも されるため、 で えないところ

は 的機関 が支援を行うことが重要です。子どもたちが に成長し、 れる子ども

に つため、 全体での づくりが子 ての基本であるという のもと、より い

環境を できるよう取り組んでいくことが 要です。 
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目標 10 人や国の不平等をなくそう 

や 見の解消を推進するうえでも、自治体は、 的な を うことが

できます。少 見を い つつ、不 平・不平 のないまちづくりを行う

ことが められています。 

 

目標 11 住み続けられるまちづくりを 

的で、 全な、 で持続可能なまちづくりを進めることは、 長や自治

体行政 にとって 極的な目 であり、 理 そのものです。 化が進

む世 の中で、自治体行政の たし る は、 大きくなっています。 

 

目標 12 つくる責任つかう責任 

環境 減を進めるうえで、持続可能な生産と消 は に重要な

です。これを推進するためには、住民一人 とりの や行 を見 す 要が

あります。 や 3R の など、住民 の環境 などを行うことで、

自治体は、この流れを加速させることが可能です。 

 

目標 13 気候変動に具体的な対策を 

問題は年 化し、 に くの で、その は 化していま

す。 来の 減といった 和策 けでなく、 に えた

策の と策定を各自治体で行うことが められています。 

 

目標 14 海の豊かさを守ろう 

の の は、 の活 に しているとい れています。まち

の中で 生した が を して に流れ ることがないように、

けでなく、すべての自治体で 策を講じることが重要です。 

 

目標 15 陸の豊かさも守ろう 

自然生 の と 地 計画は な関係があり、自治体が大きな

を するといえます。自然資産を 域に するためには、自治体 で 策

を講じるのではなく、国や周 自治体、その 関係者との連携が不可 です。 

 

目標 16 平和と公正をすべての人に 

平和で な をつくるうえでも、自治体は大きな を っています。地

域内の くの住民の 画を して 加 の行政を推進して、 力や を減

らすのも自治体の といえます。 

 

目標 17 パートナーシップで目標を達成しよう 

自治体は、 的 民間 、住民、NGO NPO などの くの関係者を

け、 の推進を う中 的な になり ます。持続可能な

世 を していくうえで、 様な 体の協力関係を くことは、極めて重要

です。 
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・子 て世代の に った支援や ができる を します。 

・ における子 てを基本とし、地域全体で子 てにかか りを持てる環境をつくり

ます。 

・若者が 心して将来に希望を持って でき、子 てができるよう支援していきます。 

・ 期から子 て世代を じて、 な を支援していきます。 

 

                        

 ࡳ⤌ࡾྲྀ

㸦せ⟇㸧 
 ෆᐜࡢࡳ⤌ࡾྲྀ

の 持・向  

・ を けたい に を するとともに、

や、 の 化に できるよう

の向 を ります。 

力の向 と地域との

連携 

・子 て支援 の 実や を行い、地域全体

で子 てをしていく環境づくりを推進していきます。 

や子 てを支援する機

の 成 

・ に伴う住 取 、住 引 に

する支援を行います。 

子 てに伴う経 的支援・

減の  

・子どもにかかる の を 18 に する

初の３月 31 まで 成を行います。 

・ 生 い として、 的に を支 します。 

期からの れ目のない子

て支援の  

・不 治 の 成を行うことにより、 、 産を希望する

世 を支援します。 子 時から れ目のない支

援体 を え、子 て世代の不 や みに して 心し

て な生活が れるよう取り組みます 子 て世代

支援 の活 。 

と 後 に

よる 全な の支援 

・ く を実施する中で、それ れの月齢に じ

た の と 指 を し、子 ての

みに した支援を行います。また、 要な支援内 に

じた関係機関との連携を ります。 

期からの づくり

の  

・ での 指 や 生 への に する しい

理解を める など、各種 を実施することで

行 がとれる子どもを てます。 

・ が豊かな人生の基本であるという が く町民に

がるよう 進 業を します。 

子 ての 、支援の の 成 

・ ち ん や子 て を じ、子 て世代の

を 、より い の に めます。 

・子 て世代の自 的な活 が がり、それを支援する

の 成に めます。 
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課  

を 要なものと じ、

してもらえる体 を

とる 

各種 業の 足 調査  - 70 

課  

や 業 加者に、内

に関する 足 の き取
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・少子高齢化は全国的な傾向であり、本町では高齢化 が 48 に しようとしています。

年のうちには団 の世代が 75 の後期高齢者に し、高齢者と れる 65

の中でも後期高齢者の 合が７ を めることが されています。 

・本町の人口 成は、 き り世代の く がないことが、少子化に をかけ、 生

の減少が であるため、子どもの は極 に少なくなっています。また、 世とい れ

る 年期 の も高い傾向にあります。 

・ でみると、 者 全体に める高齢者の 合が いため、 衰が１位で 性

生 は２位となっています。しかし、本町の人口規模から される でみると、

性のがん は県 で１位となっており、特に き りの世代ががんで くなる

が くなっています。 

・ き りの世代のがん が い状況は、 の経 状況にも を とし、さらには地

域 の活性化にも を しています。 と がその と考えられ

ていることから、 行 に関する の向 が重要となっています。 

・町内に人があ れ、 や い が え 、子どもたちが に り り、高齢者が生き

がいを持って活 できる、本町をそんな町にするために、生きることの基本である に

を当てた施策 が の課題です。 

・ ・ ・ の中 施設として 設された大月 に 理 を併設し、

との連携による特定 や各種 業 の実施などを じて、住民一人 とり

の 理に 極的に関 することにより、１人でも くの方が で豊かな らしを

むことができるよう取り組んでいます。また、高齢者 を う地域 支援

や 協 とともに、 ・ ・ ・生活支援・住まいが一体となった地域

の に めています。 

・ 体 においては、町内 一の 機関である大月 が 設されており、第 次

機関として 365 24 時間の 体 を実施し、地域住民が 心して らすこと

のできるまちづくりの中心的な を っています。 

・大月 の 圏域である町内人口の減少と まって、 者 は年 減少し、 は

傾向にあるものと推 されています。あ せて、施設 より 35 年が経 していること

から、施設の 化による 要など、今後の経 状況は しくなるものと さ

れます。 
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・住民一人 とりが自 の に関心を持ち、 人のできる の 行 につながる

支援への取り組みを推進します。 

・地域ぐるみで づくりに取り組める組織づくりを支援します。 

・ ・ が連携し、 をともに し、 機関との連携により住民の を

支えます。 

・住民と行政との協 により、地域における づくり活 を推進します。 

・各種 づくり を します。 

・関係する の と に取り組みます。 

・地域住民が 心して らすことのできる 定した 体 の に めます。 

・高齢化の進 に伴う への や、住み れた地域で生 らしていくこと

のできるまちづくりに向け、住民から される に取り組みます。 

・ の中 機関との連携を め、 域での による 定した 体 の

を目指します。 

 

                        

 ࡳ⤌ࡾྲྀ

㸦せ⟇㸧 
 ෆᐜࡢࡳ⤌ࡾྲྀ

づくりを う人 成 
・住民 もが心 ともに で生活できるよう、 づく

り活 を う人 の 成に取り組みます。 

の

 

・本町の 課題を にした を

定し、住民との協 による「 のまちづくり」活 を

します。 

活 の  
・ 、 定など、 人が取り組める 行 を

く周 するため、 を実施します。 

づくり地 組織活 の

 

・地域で集まることで、 の生活に活 を えられるよ

う、地域での集いを 極的に します 業 。 

生活 の推進 

・地域において の基礎となる 生活の に取り組む

ことができるよう 活 を実施し、 と を支

えることのできる人 成を推進します。 

・地域や での「 と 」にかかる 活 を支援し、

少期からの を します。 

各種 の  

・特定 、がん の を実施 、 問 し

ます。 

・住民が けやすい を目指し、 を行います。 

指 の 実 

・ をもとにした による、 指 、 指

を します 特定 指 。 

・ から を し、 人の生活 に合

った 行 を します。 
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づくり地 組織活 の

 

・地域で集まることで、 の生活に活 を えられるよ

う、地域での集いを 極的に します 業 。 

生活 の推進 

・地域において の基礎となる 生活の に取り組む

ことができるよう 活 を実施し、 と を支

えることのできる人 成を推進します。 

・地域や での「 と 」にかかる 活 を支援し、

少期からの を します。 

各種 の  

・特定 、がん の を実施 、 問 し

ます。 

・住民が けやすい を目指し、 を行います。 

指 の 実 

・ をもとにした による、 指 、 指

を します 特定 指 。 

・ から を し、 人の生活 に合

った 行 を します。 
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・少子高齢化は全国的な傾向であり、本町では高齢化 が 48 に しようとしています。
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れます。 
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・住民一人 とりが自 の に関心を持ち、 人のできる の 行 につながる

支援への取り組みを推進します。 
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 ࡳ⤌ࡾྲྀ

㸦せ⟇㸧 
 ෆᐜࡢࡳ⤌ࡾྲྀ
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 ࡳ⤌ࡾྲྀ

㸦せ⟇㸧 
 ෆᐜࡢࡳ⤌ࡾྲྀ

と連携した の

 

・ 講 や各種 を大月 とともに し、

住民へ しい の不況に取り組みます。 

定した 体 の  

・へき地 協 による を 持し、 全な経

基 による継続的な地域 を します。 

・ な施設 機 要に した を ります。 

される の

 

・ 者との 関係を した、 な による

を実施します。 

・ 者 足 向 に向けた の 施設

の を ります。 

・ ・ ・ の連携

進 

・ ・ ・ ・ の各機関と連携 化による

の により、住民 の向 を ります。 

域連携の 進 ・ 機関との連携 化に向けた を行います。 
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・平 の によって高齢期が長くなったことで、 を 持しながら生きがいを持っ

て自 することが められます。高齢者の生きがいづくりや 間づくりの支援を じて、

地域住民 が れあう機 の 実を ることが 要です。 

・ くの人が、住み れた地域で 心して らし続けたいと望んでいることから、 様な関

係機関が連携し、課題解決に向けた体 を進めていくことが 要です。 

・ 者の人 は、今後 10 年間は いで推 することが 定されていますが、 とり

らし世 や高齢者世 の 合の 加に伴い、見 り支える人が不足することが課題と

なることから、地域で の方を支えていく体 づくりが 要です。 

 

                          

・高齢者が地域で生きがいを持ち、いきいきと らせるよう支援します。 

・住み れた地域で 心して らし続けることができるまちづくりに取り組みます。 

・ の方や する が 心して らせる地域づくりを目指します。 

・支援する のいない高齢者や の高齢者が住まいや生活の心 がなく、 全・

心な生活を ることができるよう支援します。 

 

                        

 ࡳ⤌ࡾྲྀ

㸦せ⟇㸧 
 ෆᐜࡢࡳ⤌ࡾྲྀ

地域の力を活かした 様な取

り組みの推進 

・地域づくりの 力となる人 の ・ 成や活 でき

る の創 、地域を「住民の力・地域の力」で支える 組

みづくりなど、高齢者が自ら 極的に地域を支えていく

様な取り組みを推進します。 

・ を地域の いの に する

ことにより、高齢期や を推進します。 

・地 での自 的な 活 の支援を行います。 

住み れた地域で らすため

の支援の 実 

・「 ・ ・ ・生活支援・住まい」を 様な 種の

連携と地域ぐるみで し合う 地域

のさらなる推進を進めます。 

・ を支援する を 実し、高齢者の

全・ 心を ります。 

の方と を支える

組みづくり 

・地域で の方や の方を支えていくための 様な

施策を推進します。 

序
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住み れた地域で らすため

の支援の 実 
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連携と地域ぐるみで し合う 地域
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 ෆᐜࡢࡳ⤌ࡾྲྀ
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 ࡳ⤌ࡾྲྀ

㸦せ⟇㸧 
 ෆᐜࡢࡳ⤌ࡾྲྀ

高齢者の ・施設 に関す

る支援 

・高齢者住 あさがおを し、 化した住 からの

を支援します。 

・支援する のいない高齢者や の高齢者が で

きるよう 人 の 支援を行います  
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・ 者の 加の 進、 もが に らせるために、 性と能力を しながら

の一 としての を たし、自 実現を ることで、生きがいを持ち、生活の を高め

られるようにする 要があります。 

・すべての人が に できるような生活 間を する 要があります。 

・ を することにより、地域で 心して自 した生活が継続して れる

よう、 様な に した を する体 の が 要です。 

 

                          

・ 講 を することにより、 いの の理解を め、 きこもりを 、

生きがいづくりにつな ていきます。 

・要支援や要 の 要な 者に し、生活しやすい、 全で 心な環境づくりを進

めていきます。 

・ のある方が の を し、 心して生活が

れるよう支援します。 

 

                        

 ࡳ⤌ࡾྲྀ

㸦せ⟇㸧 
 ෆᐜࡢࡳ⤌ࡾྲྀ

加の推進 

・ の ・ 加、 大 への 加などの周

に め、 のある方が 加しやすい機 や づくりを

推進していきます。 

経 的 減 

・経 的に不 な 者に して経 の一 を 成するこ

とにより住みやすい環境づくりにつながる支援を行いま

す。 

・住 など経 的 の大きいものから、

、 引 に する も け けます。 

支援の 実 

・ 支援 業 と連携し、 の の や

の を していきます。 

・ の方には、 問による支援を行います。 
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・ 講 を することにより、 いの の理解を め、 きこもりを 、

生きがいづくりにつな ていきます。 

・要支援や要 の 要な 者に し、生活しやすい、 全で 心な環境づくりを進

めていきます。 

・ のある方が の を し、 心して生活が

れるよう支援します。 

 

                        

 ࡳ⤌ࡾྲྀ

㸦せ⟇㸧 
 ෆᐜࡢࡳ⤌ࡾྲྀ

加の推進 

・ の ・ 加、 大 への 加などの周

に め、 のある方が 加しやすい機 や づくりを

推進していきます。 

経 的 減 

・経 的に不 な 者に して経 の一 を 成するこ

とにより住みやすい環境づくりにつながる支援を行いま

す。 

・住 など経 的 の大きいものから、

、 引 に する も け けます。 

支援の 実 

・ 支援 業 と連携し、 の の や

の を していきます。 

・ の方には、 問による支援を行います。 
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 ࡳ⤌ࡾྲྀ

㸦せ⟇㸧 
 ෆᐜࡢࡳ⤌ࡾྲྀ

高齢者の ・施設 に関す

る支援 

・高齢者住 あさがおを し、 化した住 からの

を支援します。 

・支援する のいない高齢者や の高齢者が で

きるよう 人 の 支援を行います  
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・高齢者の の や には が重要とい れていま

すが、自らの力で関係性を続けることが な方もいることから、心 の を るため、

や の活 の 点づくりを推進することが 要です。 

・地域 における 化や高齢化により、支援が 要な人たちを地域全体で支える地域

の推進が められています。 い将来、 生が されている 地 に して

も、 その重要性が されています。 

・ の住 として、 もが 心して地域で らしていくには、一人 とりの状況や に

したきめ かな支援が 要であり、 的 の 実と合 せて 様な 体に

よる支え合い活 が不可 です。地域 の い となる や NPO、民間 業

の 成や活 支援を るとともに、 要とされている と できる支援とをつ

なぐ 組みづくりが 要です。 

・生活 者や とり 、 きこもり の 加を け、自 支援策の 化が められて

います。 

 

                          

・地域の人と人とのつながりを大 にしながら、お いを け合う関係を し、自 ・

・ という の理解と のもと、住民、地 、行政 が連携して地

域ぐるみの を推進します。 

・関係機関や地 長などにより、きめ かな支援や が される体 づくりを

推進します。 

・ りごとや生活 を に でき、 要に じて 的な支援に けるよ

うな体 の 化を ります。 

 

                        

 ࡳ⤌ࡾྲྀ

㸦せ⟇㸧 
 ෆᐜࡢࡳ⤌ࡾྲྀ

と自 に関する の

向 と施策の推進 

・国 、 や が連携し高齢者に し、 が口 、

、 の指 にかか り、 的な や

を行います。 
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 ࡳ⤌ࡾྲྀ

㸦せ⟇㸧 
 ෆᐜࡢࡳ⤌ࡾྲྀ

NPO・ 団体 の活 支援 

・地域 活 を行う 団体 に し、活 の

の や 、活 資 の援 の支援を行い、活

の活性化を ります。 

・ や において、 体 や

を じて心の 成に め、若者の

活 への 加を します。 

地 長自治 との連携 
・地 の実 を している地 長との連携をさらに 化

します。 

機能の 実 

・地域 を う関係機関や各種団体との連携 化を り、

課題の や を行うことで、 な支援や

の につな ることができる体 の 化を

ります。 

・支援の に し、 できる 的人

の 成・ に めます。 

地域における 全・ 心の  

・ での かけや見 りに して を行うとともに、

住民や民間 業 による見 り体 の を り

ます。 

・ 時 の 行 において支援を 要とする要支援者

の に め、要支援者 をもとに関係機関が連携し、

また、 住民の協力を ながら、要支援者の 行 支

援体 の を ります。 

生活 者 への支援の 化 

・各種支援・ の や支援に めます。 

・実 に めながら、自 を支援するための 支援、

支援 の取り組みを実施します。 
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・大月町 ・ ・中連携 連 協 を活 し、 、 、中 での一 した

取り組みや、 れ目のない継続的な支援が 要です。 

・ ・ の や 生 の 全 成に取り組むことを目的に、令和 年 に大

月町 協 ・ 設 を ち たことから、

今後は 組織との連携を り、取り組みを行っていくことが 要です。 

・不 あるいはその傾向がある 生 の支援や、 の 期 見に できるよう、

、 の 人 の活 や、関係機関と

連携した 内支援 を 中 にて し、 期からの 体 の 実に取り

組んでいます。 

・ から へ、 から中 への らかな 続を目指した 続期実

の 成・活 により、15 までの子どもの に じた

的な 大月町子 て を推進しています。 

・ Society5.0 に できる人 として、 を とした

活 能力や 理的な 考力を につけることができる 内 の 実に め、「GIGA

」に向けた 生 １人１ の活 方法を しています。 

 

                          

・年齢に じた について、 生 ごとに した支援を行うため、 機関

との連携に めます。 

・大月町 行政方 の基本を「うるおいと活力に ちた平和な人づくり」に き、人

を 重し、平和を し、心 ともに で創 と自 性に ん 人間性豊かな調和

のとれた町民の 成を目指して取り組んでいきます。 

・豊かな自然や な など、地域の資源を活 した環境 や を行い、子ども

たちが るさとを り、 るさとを大 にする心や豊かな心を持った「大月っ子」を

成します。 
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